
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

師走、街は慌ただしさを増しています。あれもせなあかん、これも・・・と時間に追われていません

か。少しゆっくりと静かな夜を過ごしてみませんか。そっと目を閉じて一年を振り返りたいですね。 

2019 年 12 月 1日 

発行所：医療法人三谷ファミリークリニック 

発行人 / 巽欣子・三谷和男・米本千春 

〒593-8324 堺市西区鳳東町 4 丁３５４－１ 

電話 072-260-1601  FAX072-260-1603  

2019 年も師走に突入、街にはジングルベル、御堂筋はイルミネーション、そし

て中之島の公会堂はじめ、歴史的な建造物は美しくライトアップされてます。し

かし、そんなみかけの繁栄の一方で、私たちの毎日はどうでしょう。消費税導入

後、景気は冷えています。クリスマスも年末もないよ、と仕事に追われる方も多々

おられます。憲法第 25 条には「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を

営む権利を有する」とありますが、ものの豊かさに反比例して、こころの豊かさ

が失われつつありますね。静かに足元をみつめ、来たる 2020 年に備えませんか？ 

 

きたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

  

大丈夫でした。今日もそこかしこの花の下で歓声が上がっています。ゆっくり

と花を眺めることができるのは何年ぶりかなあ。日本は四季の移ろいが特徴です

ので、気温や気圧の変化による体調の変調に悩まされることが多いようです。し

かし、うつくしい景色に出会いますと、しみじみとした情感に浸ることができま

す。進学、就職それぞれの門出、しっかり歩んでいきましょう。 

月を迎えました。毎年のことですが、1月、2月と寒い季節を耐え、さあこれか

ら暖かくなるなあという雰囲気ですが、実は、気温はゆっくりと上がっていくの

ではなく、厳しい寒暖の差を経ながら「そういえば春」という感じになっていく

んですね。今日は3月11日、東日本大震災から5年です。個人の防災対策を見

直し、原子力の問題を改めて考える日ですね。今年の桜の開花予想は23日〜25

日。縮んでいたこころを、そろそろ開放してゆきましょう。 

【ニュース】 

1．診療日の変更をお知らせします。 

12 月 13 日（金曜日）～19 日（木曜日） 米本休診 

1 月 6日（月曜日） 巽休診 （代診は三谷） 

2．保険外しのニュース 続編  

12 月 1 日の産経新聞朝刊一面に「市販類似薬を保険

外 医療費抑制へ政府調整」と大きな見出しで、前号で

緊急掲載させていただいた内容の記事が載りました。日

経は「薬価下げ 1000 億円抑制」のみでしたが、財務省

の HP に掲載され続けていることの表われです。気持ち

を引き締めていきたいと思います。 

市立総合医療センター研修医 2年目、黒飛友里先生の

ミタクリでの研修が終了しました。外来・訪問診療、地

域包括支援センター、訪問看護ステーション、障害支援

センターでの学び、さらに司法書士の先生の講義、そし

て「ちぐさのもり」での発表と盛りだくさんでしたが、

よく頑張って吸収して下さいました。将来は糖尿病の専

門医を目指されるとのこと、私たちの「また、堺に帰っ

てきて下さいね」のエールに力強く「はい！」と答えて

おられました。堺の未来は明るいですよ。 の満男くんの指南役を務める頃から「寅さん年とったなあ・・」と思いました。思いを寄せてもなかなか言葉にできな

い、そして相手がこっちをふり返りそうになると慌てて身を引く、そんな姿にイライラすることもありましたが、やっ

ぱり観てしまう。そういえば寅さんの映画を誰かと一緒に観に行ったことはなかったなあ・・あ、いえ、たった一度あ

りました。この 48 作目を正月明けに千日前に観に行ったとき、上映を待ってると前から 3 列目によく知ったひとが座

りました。「あれ？親父やないか！」もちろん彼は私には気づいていませんでしたが、なんとも不思議な気持ちで観ま

した。終了後、声をかけ「何やったらもどさずに食べれる？」とすでに食道がんの症状が出ていた父とつかの間のひと

ときを過ごしました。特別な話をした記憶も、寅さんを語り合ったわけでもありません。でもお互いに同じ映画を同じ

上映時間に観たのはちょっと良かったかなと思います。この 12 月 27 日から公開される 50 作目、今の私には何が映る

のか、とても楽しみにしています。これまで寅さんにあまりご縁がなかった方々にも是非映画館に足を運んで下さいね。 

 

男はつらいよシリーズが 20 年以上の歳月を経て帰って来ます。寅さんこと渥美清が亡くなって

23 年、最後の作品は 95年公開の 48作「寅次郎ハイビスカスの花」でしたね（49作目は 97 年公開

の「寅次郎ハイビスカスの花特別編」でした）。聞くところによると、肝癌の肺転移がみつかり、映

画の撮影では自身の出番以外はずっと寝ていたそうです。役者魂というと薄っぺらくなりますが、

舞台に出るときと出ないときとではそんなに違うんや・・改めて感動しました。要は、いかに芸を

磨いて私たちに披露してくれるかどうかでしょう。寅さんも 50 を過ぎ、さすがに自身の恋愛から甥

の力がなくなり、甥の満男くんの指南役を果たす頃から「寅さん、年とったなあ・・」と思いまし

た。寅さんシリーズがちょっと変わったかなとも思いました。でも、思いを寄せてもなかなか言葉

にできない、そして相手がこっちをふり返りそうになると慌てて身を引く、そんな寅さんにイライ

ラすることもありましたが、やっぱり観てしまう。ふり返ってみると、寅さんの映画を誰かと一緒

に観に行ったことはなかったなあ・・あ、いえ、たった一度ありました。それは、この 48作目を正

月明けに千日前に観に行ったとき、上映を待ってると前から 3列目によく知ったひとが座りました。

「あれ？親父やないか！」もちろん彼は私には気づいていませんでしたが、なんとも不思議な気持

ちで観ました。終了後、声をかけ「何やったらもどさずに食べれる？」とすでに食道がんの症状が

出ていた父とつかの間のひとときを過ごしました。特別な話をした記憶はありません。寅さんを語

り合ったわけでもありません。でもお互いに同じ映画を同じ上映時間に観たのはちょっと良かった

かなと思います。この 12月 27 日から公開される 50 作目、今の私には何が映るのか、とても楽しみ

3．インフルエンザワクチンの接種が始まりました（再掲） 

実施：2019 年 10 月 21 日（月）～2020 年 3 月末（助成期

間は 2020 年 1月末まで） 

当院での費用（自己負担額）は次のとおりです。  

１）堺市在住の 65歳以上の方（接種日時点）  

         自己負担額 1,500 円  

２）13歳から 64 歳以下の方および堺市外の 65才以上の

方 → 接種回数 1回    自己負担額 3,500 円 

３）3歳から 13 歳未満の方 → 接種回数 2 回 

    1 回目、2回目ともに 3,500 円 

なお対象の方で、市民税非課税の方は自己負担金が免除

です（介護保険料納入通知書を窓口にご提示ください）。 

～ミタクリ通信～ 

2019 年 12 月号 
 

【ミタクリ映画サロン 男はつらいよ 50 作目 おかえり寅さん】 

 



                                                                           

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ヤギの由無し事（よしなしごと） 米本千春】 

 

【外来担当医一覧 2019 年 12 月現在】    予約電話番号：０７２－２６０－１６０１ 

診察受付時間 月 火 水 木 金 土 

午  前 

（9:00-11:00） 

巽 

米 本 

米 本 

三 谷 

巽 

三 谷 

巽 

米 本 

巽 

三 谷 

三 谷 

午  後 

（14:00-16:00） 

巽（予約） 

米本（訪問診療） 

巽（訪問診療） 

 

巽（予約）  

三谷（訪問診療） 

巽（訪問診療） 巽（予約） 

米本（訪問診療） 

 

夜 診 

（16:30-18:30） 

 三 谷 三 谷  三 谷  

 

今回は 11月 25 日以降のホットな話題。このポスターをご覧になられましたか。吉本興業の「小籔 千豊（こやぶ か

ずとよ）」さんが、鼻に酸素チューブをつけた病人の姿で感じた言葉が書かれています。PR 内容は、ACP（アドバンス・

ケア・プランニング）、愛称は「人生会議」。2018 年 12 月と今年 1月のミタクリ通信で触れた話題です。厚労省作成のリ

ーフレットでは、『もしものときのために、あなたが望む医療やケアについて、前もって考え、繰り返し話し合い、共有

する取組』としています。人生会議の日は 11月 30 日（いい看取り・看取られ）です。皆さんの立場はいろいろなので、

このポスターの感じ方は様々でしょう。それが当たり前なんです。みんな違うから ACP を、と言っているのだと思いま

す。ACP の普及啓発のため 1年前に「人生会議」の愛称が付けられました。実は小籔さんは愛称選定委員でした。お母さ

んを悪性リンパ腫で 55歳で亡くし、生前にしてあげられなかった後悔があったそうです。お母さんが亡くなる 4時間前

「プリンが食べたい」言ったので、買いに行って戻ると…お母さんは食べられる状態ではなかった。親孝行をするよう

に後輩達に言っているとか。こんな背景があって選定委員になったのではと私は思います。なお、本エピソードは「プ

リン」という歌になっています。ACP は大事だと思います。が、やみくもに進めるのはいかがなものかと感じます。切羽

詰まっていない一般の人には知ってもらう、広める。身に染みる状況の人には、具体的に考え、話し合ってもらう。私は

普段の会話が ACP のタネと思っています。どんな考えの方なのか、どうしたいと思っているのか。口に出すなど表現し

ないと伝わりません。こっそり、エンディングノートを書いて、仏壇の引き出しに入れておく。後からご家族が見つけ

て、「こんなん知らんかったわ！」実際の話です。思いを伝えておけば、ご家族が全責任をとらずに、気持ちも楽になる

こと、あります。でも、考えたくない、話したくないっていう気持ち自体も立派な ACP と思うのです。リーフレットに

はこうあります。『このような取組は、個人の主体的な行いによって考え、進めるものです。知りたくない、考えたくな

い方への十分な配慮が必要です。』このポスターは、対象や内容など、いろんな面でマズかったかもしれません。ただ、

一般の人に「人生会議」を知ってもらうきっかけ、問題提起になったと思いたいです。皆さん自身はどう感じましたか？ 

どうしていきましょうか？ □生きるための ACP □人として関わる ACP □いろんな場でつないでいく ACP 

参考：ゼロからはじめる人生会議 http://www.med.kobe-u.ac.jp/jinsei/ 

     

以下、掲載スペースは無いと思いますが、ポスターの内容を文字に起こしたものです。皆さん、よろしくお願いし

ますね。ない状況にあることをご理解ください。 

（小薮さんのポスター内容です）  まてまてまて 俺の人生ここで終わり？ 大事なこと何にも伝えてなかったわ それ

とおとん、俺が意識ないと思って隣のベッドの人にずっと喋りかけてたけど 全然笑ってないやん 声は聞こえてるねん。

はっず！ 病院でおとんのすべった話聞くなら 家で嫁と子どもとゆっくりしときたかったわ ほんまええ加減にしいや 

あーあ、もっと早く言うといたら良かった！こうなる前に、みんな「人生会議」 しとこ 


